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ACOSのファイル（その 2)

Il テンポラリ ファイルとシステムファイル

研究開発部多喜正城

1) ファイルの編成

2) テンポラリィファイル

3) システムファイル

この章では簡単にファイルの編成法を示し，次に，プログラム管理の面からプログラムの流

れと，その時のテンポラリファイルについて述べています。

1) ファイルの編成方法

データ管理のもとでは次の 4種類の編成法を成しています。

① 順編成

② 直接編成

R 索引順編成

@ IDS Cここでは省略）

①，②のアクセスは FRC C Fi le Record Cont r o l)にまたRは ISP(Index

Sequential Processor)により行なわれます。

① 順編成ファイル

これは，データが処理される順序と各レコードの物理的順序が一致し，すべての周辺装醤

と端末に対して適用が可能であり，データを格納する場合の最も基本的なファイルです。レ

コード形式は，実際には 4種類ありますが，＂システム標準形式”を用いることにより， F

RC(ファイル・レコード・コントロール）はプログラムの実行時実際に割り当てられた装

個の形式に従った処理をしますので，利用者はプログラム作成時，ファイルの定義をシステ

ム標準形式で定義しておきますと，そのプログラムを変更することなく，そのジョプ実行時

の状況に応じて周辺装置のタイプを変えたり，割当てが可能です。（あまり周辺装謹を意識

せずに使えると言うことですネ。）

システム標準形式の規則

0最大ブロックサイズ………… 32 0語以内

0 レコード形式 ………………可変長レコード （図に示す）

旦 冒 鳳
論理レコード 論理レコード

BCW; ブロック制御語

RCW; レコード制御語
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0 プロック制御語………………各ブロック（物理レコード）の第 1語目に必要

0 レコード制御語………………各論理レコードの第 1語目に必要

0 レコーディングモード・・・……磁気テープの場合，パイナリモード（奇数パリティ）

高密度

0 ラ ベ ル …………………磁気テープの場合，標準ヘッダラベルと標準トレーラ・ラ

ベルをもつ

R 直接編成ファイル

まずファイルの媒体は，磁気ディスクに限られます。ファイルは 64, 語のブロックに分割

され，各プロックに相対アドレスが付けられます。直接編成ファイルは，相対ブロック番号

と入出カデータ長を指定した物理レコード処理命令 CREAD八竹口TE)で処理することが

できます。すなわち， FRCでは，ブロックの形式およびブロック内のレコード形式を規定

していないので，利用者は自由な形式のファイルを作成することが可能です。

（①，Rの詳しくは FRC説明書を参照されたし。）

R 索引順編成ファイル

一つの索引順編成ファイルは，データファイルと索引ファイルの 2種類で構成されている。

データファイル，索引ファイルともページと呼ぶ一定長の単位に分割されており，ページサ

イズは利用者が指定します。索引順編成ファイル処理においては，主記悩と直接アクセス装

置間のデータ転送は，ページ単位に行われます。索引部は，コースインデックスとファイン

インデックスよりなり，コースインデックスより，ファインインデックスのページ番号を示

し，ファインインデックスは，データファイルのベージ番号を示す。データファイルはキー

の小さい順に並んでおり，データファイルの各ページには， 1語のデータページ制御語と 1

つ以上のレコードが含まれている。各レコードの前には，レコード制御語が，後には，ポイ

ンタ語がついていて，ポインタはファイル中に存在するレコードの中で，このレコードの次

に大きいキー値をもつレコードの位骰を指定している。

(R  の詳しくは， IS P説明書を参照されたし。）

2) テンポラリィファイル

利用者の JO bは各ァクティビティ毎に，それぞれのテンボラリィファイルを使う。ここで

は少しパッチ系の方面に目を向け，そこでのテンポラリィファイル（システムファイル）の使

われ方をながめてみることにより， T.S.S. でのRUNコマンド，又，会話形リモートバッ

チにおける CARDINの効果的な使い方を考える。

o T. S.S. における ンボラリィファイル

T.S.S. におけるファイルシステムには，標準テンポラリィファイルにより利用者がそ

れらを意識せずにシステムとの会話ができます。
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』NEWコマンド

SY** 
又は (21リンク； 6 40W) 

RESAVEコマンド

0 ニューファイル

利用者がNEWコマンドを用いたときに利用者に用意されるテンボラリィファイルであ

る。

0 オールドファイル

既に作成され，そしてセーブされたファイルで，利用者は (JLDコマンドを指定してカ

レントファイル上にコヒ°ーされる。

0 カレントファイル C*SRC)

ファイル名は*SRCである。これは利用者に割り当てられたテンボラリィファイルで

ある。このファイル上にニューファイルが作成されたり，指定されたオールドファイル

がコピーされたりする。カレントファイルには最も新しいNEWあるいはfJLDコマン

ドで選び出されたファイルが，その後の修正とともに入っている。従って修正はファイ

ルが SAVEコマンドまたは RESAVEコマンドでセーブされるまでは一時的なもの

にとどまる。

0 コレクタファイル (SY**) 

ファイル名は SY**である。これはログオンするとき利用者に対して割り当てられる

テンポラリィファイルである。カレントファイルに対する追加更新データの格納ファイ

ルである。

3) システムファイル

ACQS -6が自動的に作成し利用するファイルです。例えばあるジョブストリームをシステ

ムインプットが読み込み，プログラムのソースプログラムを見つけるとACOS-6は ≪s*,,

名をもつコンパイラ・ソース・ファイルというシステムファイルを作成し，すべてのソースプ

ログラムを s*の中に格納する。このファイルは後にコンパイラによって利用され，オプジェ

クト形式に変換され ≪B*"名をもつオプジェクト・プログラム・ファイルに格納されローダ

への入力となります……•••といったようにシステムが自動的に作成し利用するファイルですの

で，利用者はこの種のファイルにあまり注意をする必要はありませんが，それぞれのファイル

への流れを知ることにより，ジョブ制御言語のファイル定義文により有効な利用方法を見つけ
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出せるでしょう。

例えば FORTRANの場合次図のようになります。

~ 
＠↓ 

•:>•

l 
I実行 I

システムファイルは 2文字のファイルコードで参照され，その 2文字のうち一方がアスタリス

ク≪*"であるということである。
＊） 

一方L1や A4,AB,等は利用者のファイル に対して用いられるファイルコードである。

システムファイルはシステム標準形式である。この章ではそれぞれのシステムファイルについ

て記述を行う。（以下システム管理説明書より抜粋する）

＊）利用者ファイルとも呼はれ$PRMFL文等のバラメータとして使われ，同じく 2文字の

ファイルコードである。
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.k----------ロ
二

注(l) * 2 , * 3は使用しない．

121 * l , * 2は使用しない．

l:J) * 3 , は使用しない．

図 システムフ ァ イ ル の 相 互 関 係

-43-



A* オルタファイル (alter file) 

B* オプジェクトプログラムファイル

*B シミュレータインプットファイル

C* バイナリデックファイル

D* ストレンジャオプションファイル

G* GMAPソースファイル

H* プログラムリンクファイル

I* データストーレッジファイル

K* コンプレスデックファイル

L* システムサブルーチンライプラリファイル

*L 設置システムサプルーチンライブラリファイル

P* システムアウトプットファイル

R* ローダインプットファイル

s* コンパイラソースファイル

*S IDSソースファイル

u* ユーティリティファイル

*l 中間ファイル (FORTRAN,COBOL,ALGOL,JOVIAL IDS および

GMAP) 

*2 
*3 

中間ファイル C COBOL, JOVIAL) 

11 (IDS, COBOL) 

‘

.

ー

-

、

4

5

7

6

 

*
＊
*
＊
 

中閻ファイル （エディタ）

11 (COBOL) 

表 システムファイルとプログラムとの関連

プロ グラ ム 使用ファイル サ イ ズ 夕 イ プ

ALGOL A* 可 変 順編成注(1)

B* 2リンク 順編成注(2)

C* 

K* 

P* 

S* 可変 順編成注(1)

*l 4リンク 順編成注(2)
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プ ログ ラム 使用ファイル サ イ ズ 夕 イ プ

COBOL A* 可変 順編成注(1)

C* 

G* 4リンク 順編成注(2)

K* 

P* 

s* 可変 順編成注(ll

*l 4リンク 順編成注-(2) 

*2 1リンク 順編成注(2)

*3 1 5リンク 直接編成

*6 1 0リンク 直接綱成

POR'l'RAN A* 可変 順網成注(1)

B* 3リンク 順編成注―(2) 

C* 

K* 

P* 

S* 可変 順編成注(1)

*l 4リンク 順編成注(2)

ロ ダ B* 可変 順編成注(1)

H* 5リンク 順編成，直接編成

L* 

*L 

P* 

R* 可変 順編成注(1)

PLI S* 可変 順絹成注―(I) 

A* 可変 順編成注―(1) 

B* 3リンク 順編成注(2)

C* 

K* 

P* 

*3 6リンク 匝接編成

GMAP A* 可変 順編成注(1)

B* 2リンク 順編成注(2)

C* 
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プ ログ ラム 使用ファイル サ イ ズ 夕 イ プ

G* 可変 順編成注(1)

K* 

P* 

*l 4リンク 順編成注(2)

IDS A* 可変 順編成注(1)

c* 

K* 

P* 

S* 6リンク 順編成注(2)

*S 可変
順編成注(2)

*l 4リンク 順編成注(2)

*3 1 5リンク 直接編成

さらに， COBOLの項で述べられ

ているファイルを必要とする

JOVIAL A* 可変 順編成

B* 2リンク 順編成

C* 

K* 

P* 

S* 可変 順編成注(2)

*l 4リンク 順編成注(2)

*2 1リンク 順編成注(2)

ユーティリテイ p* 

U* 

FNPシミュレータ *B 2リンク 順編成狂(2)

(FNPSIM) P* 

sv 

ソースライプラリエデイタ F* 1リンク 順編成注(2)

J* 可変 順編成注(1)

＊ M* 可変 順編成注(1)

*Z 5リンク 直接編成

＊ *K 可変 順編成注(ll

＊ K* 可変 順編成注(1)
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プログ ラム 使用ファイル サ イ ズ 夕 イ プ

A* 可変 順編成注(ll

*C 可変 順編成注(1)

注 B* 可変 順編成注(1)

x印のついて *l 可変 順編成注(1)

いるシステム G* 可変 順編成注(1)

ファイルは利

用者が指定す *2 可変 順編成

る必要がある x *3 可変 直接編成

c* 
P* 
*5 可変 順編成

*7 可変 順編成

オブジェクトライプラ F* 1リンク 順編成
リ エデイタ

B* 可変 順編成

X *R 可変 順編成

X R* 可変 順編成

*4・ 可変 順編成

*5 可変 順編成

X *7 可変 順編成

P* 

注(1) システムインブットによって作成されたファイルは，データを格納

するのに必要なだけリンクを使用する

(2) 中澗データファイルとして使用されるファイルは，表にあるように

初めは最少のリンク数を割り当てられるが，言語処理プログラム等

によって使用されている間に， MME GEMOREを用いて自動

的にその数が増やされる。
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図 システムファイルとシステム標準形式

ブロックシリアル番号 プロックサイズ Cm) 

レコードサイズ Cn1) MBZ I MC RC 

n1 

nz MBZ I MC RC 

m 
物理レコード

~3 20語

n3 MBZ I MC RC 

n3 

MC : 論理レコードタイプ（メディアコード）

RC ; レポートコード

MBZ; ゼロ (Must Be Zero の略）

0 システムファイルの説明

1 オルタファイル (A*)

オルタファイル CA*)はシステムインプットによって作成され， GMAP,ALGOL,

COBOL, IDS, JOVIAL, FORTRANによって使用される。 $UPDATE文

を読むとすぐに，システムインプットはその $UPDATE文の後の$ALTER文を A*フ

ァイルに入れる。このファイルはアセンブルあるいは翻訳中のプログラム変更に使用される。

A*ファイルは， $ALTER文とソースあるいはシンボリックなランゲージカードイメージ

で構成され，これらはプライマリインブットファイルのカードとマージされる。

―

―

 

ょ
.

J

 

□
[
 

$

＄

$

 □
/
E
C
[
 

プ

S
R
S
-

RD

疇

/、
ファイル／レコードコントロール (FRC)の入力命令

（この場合， s*が$ALTER文の指示によって

変更された形で入力される。 ） 
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2
 

オプジェクトプログラムファイル CB*)

オプジェクトプログラムファイル CB*)は， GMAP,JOVIAL,FORTRAN

または ALGOLで， $EXECUTE文がソースプログラム以降に存在するとき（すなわち

プログラムスイッチワードのピット 5が 1のとき）作成され，ローダがオブジェクトプログラ

ムとして入力する。ローダの入カファイルR*中に $SOURCE文が存在すると，ローダは

B*中にオブジェクトプログラムが存在するとみなし， B*からの入力を始める。

B*ファイルの最初の大きさは 2リンクである。ただし，各言語処理プログラムは，必要に

応じてGEMOREを出すことによって，リンクを増やす作業を行っている。

備考 R*中に $SOURCE文を入れるのはシステムインプットが自動的に行う。

ソースプログラム

戸
:'''''> 

戸
； 

3
 

シミュレータインプットファイル(*B) 

このファイルは， PNP(N7293)シミュレータ制御文とオブジェクトデックを入れるた

めに， PNPシミュレータ (PNPSIM)によって使用される。またこのファイルは，

N7293:FNPのカード読取装骰の入力をシミュレートするためにも使用される。
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4 バイナリデックファイル CC*)

このファイルには， GMAP,ALGOLや FORTRAN等によつて作成されたパイナリ

オプジェクトプログラムが，後でカードせん孔されるために入れられる。

$OBJECT 

I オプジェクトプログラム

$DKEND 

このC*ファイルは，それぞれのシステムコール文上に，オプションとして「 DECK」が

指定されると作成される ($GMAP DECK,$FORTY DECK等）．

このファイルは通常 SYSOUTへ置かれる。

システム標準形式（図を参照）の第 1語のレポートコード（ビット 30-35)は 768であ

る。

5 ストレンジャオプションファイル CD*)

このファイルは，システムコール文に指定されているストレンジャオプションに対して，ペ

リフェラルアロケータによって作成される。ストレンジャオプションは，利用者スイッチワー

ド内のビットで表すことのないオプションである。

ジョプ制御文のオペランドにストレンジャオプションが検出されると，そのカードのイメー

ジおよびそれに関連した $ETCカードがD*ファイルに書き込まれる。

D*ファイルには 1Lリンク C3 2 o語）がとられる。これを作成したアクテイビテイとだ

け関連づけられ，ァクティビティ間で保存されることはない。

6 GMAPゾースファイル CG*)

このファイルはシステムインプットあるいは COBOLによって作成され， GMAPによっ

て使用される。システムインプットの場合は， $GMAP文を見つけると G*ファイルを作成

する。 COBOLコンパイラは，出カファイルとしてこのファイルを用いる。このファイルは

その後GMAPアセンプラヘの入力として使用される。

最初このG*ファイルに 4リンクが割り当てられる。しかし，その大きさはシステムインプ

ットまたは言語処理プログラムによって動的に変更される。

7 プログラムリンクファイル CH*)

このファイルはローダによって作成され，メモリヘ読み込んだり，メモリから書き込まれた

りするテンポラリファイルとして，利用者プログラムによって使用される。 H*ファイル内の

連続するセグメントをロードする作業は LLINKあるいは LINKサプルーチンによって行

われる 3

ローダはプログラムがオーバレイされた順にH*に書き出して行く。オーパレイセグメント

の始めの 2語には， (llDEB UGテープルを使うなら，そのエントリボイントと位個および(2)
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メモリの上限，下限のアドレスが入る。

再使用を考えない場合， H*ファイルは普通磁気ディスク上にとられ， $LINK文がある

ならば 5リンクが与えられる。

8 データストーレッジファイル (I*)

このファイルはシステムインプットによって作成され，プログラム自身が使用する。

9 コンプレストデックファイル (K*)

このファイルはソースプログラムを圧縮形にしたもので， COMDKオプション指定のなさ

れた言語処理プログラムが作り出す。ソースプログラムはオルタファイルの内容とマージされ

ながら，このファイルに圧縮された形で出力される。この変更や修正を伴ったプログラム自身

は，その後言語処理プログラムの入力として取り扱うことができる。通常K*ファイルは

SYSOUTファイルに割り当てられるが，磁気テープファイルとかディスグファイルまたは

カードファイルに割り当てて箇いて保存しておくことができる。

1 0 システムサブルーチンライプラリィファイル CL*)

システムサプルーチンライプラリを格納しておくファイルである。

FORTRAN I IQおよび関数ライプラリとかファイル Iレコードコントロールといっ

たサプルーチンはこのファイル中に個かれ，ローダの入カファイルとして利用される。システ

ムサプルーチンライプラリおよび次に述べる設置システムサプルーチンライプラリは，システ

ムスタートアップ時に定義することが可能である。これらのライプラリはオプジェクトライブ

ラリエディタによって作成されるが，さらにランダムライブラリゼネレータ (RANLIB)

を通すことによって，直接編成ファイルライプラリの形式にしておいて利用することもできる。

なお，参考までにローダのサプルーチンライプラリ検索順序を以下に示す。

(1) 利用者サプルーチンライプラリ

$LIBRARY文で指定されるファイルコードに対応するものを指す。長大 10個まで

指定可能で，そのうちではオペランド上に現れる順に検索がなされる。

(2) 設猶システムサブルーチンライブラリ

*Lというファイルコードで参照されるライプラリを指す。

(3) システムサプルーチンライプラリ

L*というファイルコードで参照されるサブルーチンライブラリ。

11 設闘システムサブルーチンライブラリファイル (*L)

このサプルーチンライプラリは，前述のシステムサブルーチンライプラリと同様な性格をも

つ。システムサブルーチンライブラリは原則としてメーカが提供するのに対し，このライブラ

リは設誼システム（またはセンタ）が必要に応じて作成するという点が異なるだけである。こ

のライブラリが指定されている場合，ローダは L*の検索に先立ってこのライブラリの検索を

イ了っ。

1 2 システムアウトプットファイル (P*)

このファイルは各種ソフトウェアによって出カファイルとして使用される。 p*ファイルは
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通常SYSOUTに割り当てられ，アクティビティのタイプことに制限行数が決められている。

しかし，制限値を超えるときは， P*を磁気テープや磁気ディスクに割り当てることができる。

その後でパルクメディアコンパージョンプログラムを使って出力できる。

各ァクティビティと標準出力行数との関係は，次のとおり。

ALGOL 

CONVER(パルクメディアコンパーション）

COBOL 

EXECUTE 

PROGRAM 

EXTEDITIFILEDIT 

FORTRAN 

FILSYS 

GMAP 

IDS 

JOVIAL 

PROGRAM 

SYSEDIT 

UTILITY 

MAP 

FN PS IM 

10.000 行

1,0 0 0 // 

2 0,0 0 0 II 

5,0 0 0 II 

5,0 0 0 II 

1 0,0 0 0 II 

1 2,0 0 0 II 

1,000 II 

1 0,0 0 0 II 

2 0,0 0 0 II 

1 0,0 0 0 II 

5,0 0 0 II 

1 0,0 0 0 II 

20,000 II 

1 0,0 0 0 II 

5,0 0 0 II 

行数の計算は，スレーププログラムによって出力される場合についてだけ行われる。上記標

準出力行数以外のものを使用したいとき， $LIMITS文で行数を指定することもできるが，

いずれの場合でも，指定行数以上出力しようとするとプログラムがアボートされる原因となる。

13 ローダインプットファイル CR*)

このファイルはシステムインプットによって作成される。システムインプットは，すべての

ローダ制御文およびオプジェクトプログラム ($0BJECT-$DKEND)をR*ファイ

ルに入れる。言語処理プログラムがシステムコール文 ($GMAP,$ALGOL等）によっ

て指定されると， $SOURCE文が自動的に作成されて R*ファイルに書き込まれる。

すなわち， $SOURCE文は翻訳後すぐ実行するタイプのジョブに対して，オブジェクト

プログラムファイル CB*)からプログラムをロードするよう指令する働きをもつ。

ローダはおのおのの制御文を読み， R*ファイルまたは B*ファイル CB*ファイルはオプ

ジェクトプログラムがそのときアセンブルされたものであれば使用される）からオプジェクト

プログラムをロードする。

1 4 コンパイラソースファイル CS*)

このファイルはシステムインプットによって作成され， COBOL,ALGOL,JOVI
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AL,FORTRANが使用する。システムイン ットは， $COBOL文， $ALGOL文，

$ALGOL文等を読み取ると，すぐにこのファイル Cs*)を作成する。この中にはシステ

ムコール文の後のソースカード全部が書き込まれる。コンパイレーションが始まると， s*フ

ァイルが読まれコンパイラヘのソース入力として使用される。

1 5 IDSソースファイル(*s) 

このファイルはシステムインプットによって作成され， IDS/COBOLデータステートム

メントが書き込まれる。このファイルは， IDSトランスレータに対する入力情報として使用

され，標準 COBOLコンパイラで処理できる形 Cs *)に変換される。

1 6 ユーティリティファイル CU*)

このファイルはシステムインプットが作成し，ューティリティ (UTILITY)が使用す

る。このファイルには，ユーティリティのための制御文とデータが入る。

1 7 中間ファイル(*1) 

このファイルは FORTRAN, IDS , JOVIAL , COBOL , またはGMAPによ

って作成され，作業用のファイルとして利用される。書き込み作業中に，このファイルに最初

に割り当てられたリンク数より多くのリンクが必要になったときは，システムストーレッジに

余裕がある限り増加させることができる。

ソースファイルの大きさによって，あらかじめ 4,, 8または 12のリンクが割り当てられる。

1 8 中間ファイル C* 2) 

このファイルは JOVIAL,または COBOLによって作成され， JOVIALあるいは

COBOLが作業用のファイルとして使用する。書き込み作業中に，このファイルに最初に割

り当てられたリンク数より多くのリンクが必要になったときは，システムストーレッジに余裕

がある限り増加させることができる。

COBOLの場合，初め 1リンクが割り当てられる。

1 9 中間ファイル C* 3) 

このファイルは COBOLコンパイラによって作成され， IDSおよびCOBOLが作業用

のファイルとして使用する。 15リンクの割り当てられたスペースは， 1プログラムにつきカ

ード約 1,0 0 0枚分に相当する。この制限を超えた場合，利用者プログラムは打ち切られる。

20 中間ファイル C* 4) 

このファイルはオブジェクトライブラリエディタによって使用され，変更事項の記録用ファ

イルに関する情報が入る。この*4, ファイルは初めに 1リンクを割り当てられる。

2 1 中間ファイル C* 5) 

このファイルはすべてのエディタエグゼキューションレボートを書き込むため，およびエグ

ゼキューションレポートとエデイタエグゼキューションレポートを分けて出力させるために使

用される。ソース／オブジェクトライブラリエディタの実行の終わりに，この*5ファイルの

内容は P*ファイルに転送される。これらのレボードは， *5ファイルを SYSOUTファイ
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ルに割り当てることによって分離しておくことができる。

通常， *5ファイルは最初 3リンク割り当てられる。

22 中間ファイル C* 6) 

このファイルは COBOLが作業用のファイルとして使用する。

23 中間ファイル C* 7) 

このファイルはエディタによって使用され，その中にはソースプログラムやせん孔指令によ

って作成されたオブジェクトデックが書き込まれる。このファイルは利用者が割り当てるもの

である。

このファイルは磁気テープまたは磁気ディスクに割り当てられる。この磁気テープおよび磁

気ディスクは，せん孔カード出力のためのパルクメディアコンバージョンプログラム (BMC)

に対する入力として使用されるものである。小さなジョブの場合は， *7ファイルを SYS-

OUTファイルに割り当てることもできる。この*7ファイルを直接カードせん孔装醤に割り

当てることはできない。

以上，システム管理説明書より抜粋して記述しましたが，では実際に，ユーザーがパーマネン

トファイルやシステムファイルをどのように利用すればよいかを次の第IlI章でFORTRANを中

心にバッチ系及びT.S.S.について述べます。
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